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研究成果概要 
今年度も、太陽に捕獲された暗黒物質ＷＩＭＰが対消滅して生成した高エネルギーニ

ュートリノの探索を引き続き行った。 
今年度は、従来の上向きミューオンのみを使った解析から、ＦＣ事象、ＰＣ事象を含

んだ解析を行い、１０ＧｅＶ程度以下の軽いＷＩＭＰに対する感度を向上させる努力を

行った。１０ＧｅＶ程度の軽いＷＩＭＰ対消滅からのニュートリノはおよそ数ＧｅＶ程

度のエネルギーであるため、反応点が検出器内におさまるＦＣおよびＰＣ事象になる割

合が９９％をしめることがわかった。したがって、上向きミューオンのみを使っていた

従来の解析にくらべ、統計精度を２桁上げる事が可能となり、感度がおよそ一桁下げら

れることが判った（右図）。 
ＦＣ事象の場合、ニュートリノエネルギー

を測定する事が可能となるため、従来の太陽

との角度相関以外に、ＷＩＭＰニュートリノ

のエネルギースペクトルを考慮した解析方

法に着手した。大気ニュートリノ振動を解析

するプログラムを改造し、エネルギー分布、

角度分布をフィットする事により、ある質量

のＷＩＭＰ対消滅からのニュートリノ成分

を探索する解析法を開発した。 
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